
自由民主党富山県議会議員

　
皆
様
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
初
夏
の
風
に
誘
わ
れ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に
出
か
け
た
く

な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
始
ま
り
ま
し
た
が
、
変
異

株
を
含
む
４
波
が
押
し
寄
せ
県
民
の
不
安
が
募
る
ば
か

り
で
す
。
令
和
２
年
度
２
月
定
例
会
も
終
わ
り
令
和
３

年
度
６
月
定
例
会
に
向
け
政
策
立
案
に
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
富
山
市
で
は
新
し
く
リ
ー
ダ
ー
が
決
ま
り
、
市
議
会

で
も
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
い
ま
し
た
し
、
砺
波

市
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
女
性
４
名
を
含
む
組
織
と

な
り
、
い
よ
い
よ
女
性
の
時
代
が
加
速
す
る
予
感
が
い

た
し
ま
す
。
わ
た
く
し
も
、
努
力
精
進
し
富
山
県
発
展

の
た
め
頑
張
る
所
存
で
す
。
２
月
定
例
会
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
対
策
と
前
進
に
つ
い
て
、
県
民
の
安
全

安
心
の
確
保
等
を
質
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
も
し
、
お
時
間

を
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
、
ご
一
読
い

た
だ
き
、
辛
辣
な

ご
意
見
を
賜
り
た

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
武
田
慎
一
は
、

こ
れ
か
ら
も
県
民

目
線
、
更
な
る
県

民
福
祉
向
上
に
命

の
限
り
働
き
ま

す
。
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
令
和
３
年
５
月
　
吉
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
山
県
議
会
議
員

　
と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ
㈱
が
主
体
と
な
り
今
年
度
よ
り

（
Ｄ
Ｘ
）
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
だ

し
ま
す
。

２
月
１
６
日
　
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ
　
パ
ン
屋
さ

ん
　（
南
砺
市
井
波
）

画
像
を
入
れ
る

３
月
１
４
日
　
株
式
会
社
　
藤
井
組
　（
南
砺

市
坪
野
）

画
像
を
入
れ
る

藤
井
秀
之
社
長
・
綿
貫
民
輔
先
生
と

４
月
３
・
１
６
日
　
ホ
タ
ル
イ
カ
観
光
船
　

（
滑
川
漁
港
周
辺
）

画
像
を
入
れ
る

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
人
数
を
縮
小
し

て
実
施
し
て
お
ら
れ
、漁
師
さ
ん・観
光
協
会
・

滑
川
市
役
所
の
頑
張
り
を
垣
間
見
た

県
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
を
視
察
！

県
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
を
視
察
！

　
東
田
外
司
彦
会
長
を
は
じ
め
、
沿
線
住
民
の
皆

様
と
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
整
備
促
進
を
誓
い

合
っ
た
。

　
４
月
26
日
厚
生

環
境
常
任
委
員
会

に
て
、
飲
食
店
の

感
染
症
対
策
の
差

が
あ
る
の
で
は
？

　
も
っ
と
、
県
が

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
べ
き
！

と
、
当
局
に
質
し

ま
し
た
。

Ｒ
３
年
度
４
月
８
日
木

主
要
地
方
道
福
光
福
岡
線

整
備
検
討
委
員
会
総
会

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用

鳥
獣
被
害
対
策
に
功
を
奏
す
か
！

カ
ラ
ス
被
害
や
小
動
物
が
侵
入
す
る
と
感
知
し
、
カ
ラ
ス
を
追
い

払
う
効
果
音
や
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
夜
中
に
動
き
出
し
、
タ
ヌ
キ
や

イ
タ
チ
等
を
撃
退
す
る
仕
組
み
。

南
砺
市
立
野
原
に
起
業
し
た
ワ
イ
ン
工
房
ト
レ
ボ
ー
の

ブ
ド
ウ
畑
で
実
証
化
。

社
屋
生
産
工
房
付
近
に

基
地
局
が
完
成
！

一度、見ていただけると
ありがたいです。

一度、見ていただけると
ありがたいです。

１
月
18
日
月

４
月
26
日
月

遊
花
園（
南
砺
市
や
か
た
）

　
こ
こ
は
、
い
ち
ご
狩
り
も
で
き

る
ハ
ウ
ス
農
園
　
家
族
や
企
業
で

の
プ
チ
旅
行
に
最
適

　
10
月
か
ら
４
月
ま
で
が
収
穫
時

期
　
夏
場
は
農
園
カ
フ
ェ
と
し
て

の
期
待
が

　
田
中 

悟
社
長
は
補
助
金
あ
り

き
で
は
な
く
、
や
る
気
が
重
要
と

語
ら
れ
ま
し
た

　
地
元
い
ち
ご

ガ
ー
ル
ズ
も

Ｐ
Ｒ
に
活
躍

２
月
16
日
火
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ 

パ
ン
屋
さ
ん

　（
南
砺
市
井
波
）

　
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
連

日
大
盛
況

な
ん
と
、
い
っ
て
も
井
波

の
伝
統
文
化
の
技
を
結
集

さ
せ
た
店
内
は
圧
巻
　
　

３
月
13
日
土

株
式
会
社
　
藤
井
組

　
　
　
　
　
　
　（
南
砺
市
坪
野
）

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
と

し
て
新
社
屋
が
竣
工

井
波
彫
刻
の
粋
を
集
め
、

ま
さ
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

４
月
3
日
土
・
16
日
金

ホ
タ
ル
イ
カ
観
光
船（
滑
川
漁
港
周
辺
）

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
人
数
を
縮
小
し
て
実
施

し
て
お
ら
れ
、
漁
師
さ
ん
・
観
光
協
会
・
滑
川
市
役
所

の
頑
張
り
を
垣
間
見
た
　

藤井秀之社長・綿貫民輔先生と

南砺市安居交流センターにて

北村隆洋氏がプロデュース大門良輔・種部恭子両議員と女性経営者の方と

4月12日（月）自由な学びの大切さを知る、さくら国際高等学校入学式にて（射水市）
［NPO法人はぁとぴあ21］が運営しています。

リモート会議は、東京一極集中を是正する

　
Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
人
々
の
生
活
を
良
い
も

の
へ
と
変
え
る
こ
と
。

（
Ｄ
Ｘ
）
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
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❶
日
本
橋
と
や
ま
館
の
入
館
者
数
と
家
賃
引
き
下
げ
交

　
渉
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
６
月
〜
125
万
人
で
、
毎
年
度
27
万
人
を

超
え
て
い
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
15.3
万
人
と
落

ち
込
ん
だ
。
家
賃
交
渉
は
捗
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
と
同

額
の
年
額
８
，６
０
０
万
円
の
契
約

❷
富
山
県
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

　
リ
レ
ー
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

　
一
定
の
対
策
を
取
る
こ
と
に
よ
り
沿
道
で
の
観
覧
は

子
ど
も
の
権
利
や
安
全
・
安
心
を
守
る
施
策
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
て

子
ど
も
や
成
育
過
程
に
あ
る
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
提
言
を
新
田
知
事
に
行
い
ま
し
た
。

自
由
民
主
党
富
山
県
議
会
議
員
会
政
務
調
査
会

経
営
企
画
常
任
委
員
会
に
て
質
疑

可
能
と
す
る
。
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
す
る

❸
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
進
捗
状
況
は

　
令
和
３
年
３
月
１
日
現
在
の
交
付
率
は
30.6
％
〜

19
％
と
市
町
村
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
１
年
前
よ
り

は
大
幅
に
伸
び
て
い
る
が
全
国
平
均
よ
り
は
下
回
っ

て
い
る
。

　
県
は
市
町
村
を
支
援
す
べ
く
「
ワ
ン
チ
ー
ム
と
や

ま
」
連
携
推
進
本
部
で
も
カ
ー
ド
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
検
討
す
る

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
富
山
県
政
発
展
の

た
め
、
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
、
及
ば
ず
な
が
ら
誠

心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
す
。
今
後
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
上
下
線
で
約
200
台
の
車
両
が
立
ち
往
生
し

て
い
ま
し
た
。
先
頭
の
10
ｔ
を
超
え
る
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
事
を
誘
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
よ

り
も
、
な
ぜ
、
昼
間
に
除
雪
し
な
い
の
か
？

昼
に
発
生
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
、
通
行
止
め

に
し
な
か
っ
た
の
か
。
多
く
の
南
砺
市
民
、

富
山
県
民
が
巻
き
込
ま
れ
、
と
て
も
不
思
議

で
し
た
。

　
そ
こ
で
武
田
慎
一
は
ネ
ク
ス
コ
中
日
本
と
関
係
市
町
村
、
消
防
機
関
等

と
の
災
害
協
定
締
結
や
災
害
応
急
対
応
に
向
け
、
迅
速
な
情
報
提
供
共
有

な
ど
、
連
携
強
化
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
と
質
し
ま
し
た
。

　
新
田
知
事
答
弁

　
県
地
域
防
災
計
画
で
は

国
、
県
、
N
E
X
C
O
中

日
本
な
ど
が
取
組
む
べ
き

災
害
対
策
に
つ
い
て
定
め

て
い
る
。
防
災
計
画
や
道

路
除
雪
計
画
に
反
映
さ
せ

災
害
時
に
お
け
る
高
速
道

路
利
用
者
の
安
全
・
安
心

の
確
保
も
促
進
す
る
。

❶
子
ど
も
の
権
利
を
主
体
と
し
、
大
人
と
同
じ
権
利
を
認
め
、
子
ど
も

の
権
利
条
例
（
仮
称
）
の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と

❷
県
庁
の
縦
割
り
組
織
体
制
を
見
直
し
、
子
ど
も
関
連
施
策
を
部
局
横

断
的
推
進
す
る
こ
と

❸
富
山
児
童
相
談
所
の
複
合
拠
点
化
に
向
け
た
整
備
方
針
を
、
県
主
体

で
取
組
む
こ
と

※

国
に
お
い
て
も
子
ど
も
に
関
す
る
機
関
（
こ
ど
も
庁
）
を
設
置
し
前

へ
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

武
田
慎
一
は
、
新
田
知
事
に
対
し
全
国
的
に
稀
で
県
内
に
は
７
名
し
か

い
な
い
児
童
精
神
科
医
を
砺
波
医
療
圏
に
招
致
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ

る
べ
き
だ
。
と
、
進
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
は
、
田
中
南
砺
市
長
、
南
砺
市
政
策
参
与
　
明
橋
大
二
先

生
、
Ｔ
及
び
Ｋ
女
性
有
識
者
、
女
性
経
営
者
Ｙ
氏
、
そ
し
て
武
田

慎
一
の
６
名
に
て
Ｐ
Ｔ
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
調
査
研

究
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
南
砺
市
に
お
い
て
今
後
い
い
形
と
し

て
表
れ
る
と
確
信
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
精
神
障
害
、
発
達
障
害
な
ど
を
専
門
的
に
診
療
す
る
医
師

の
こ
と
。

第
123
代
富
山
県
議
会
副
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
123
代
富
山
県
議
会
副
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
委
員
会
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
の
質
問
が
多
く
、
い
ち
早
い
終
息

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

田
知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
係
る
こ
と
、

富
山
県
武
道
館
や
産
業
振
興
、
福
祉
・
教

育
の
充
実
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
特
色

が
表
れ
て
お
り
ま
し
た
。 本

会
議

本
会
議

　
県
内
ス
キ
ー
場
関
係
者
等
と
伍
嶋
教

育
長
へ
教
育
機
関
と
し
て
ス
キ
ー
場
の

利
活
用
促
進
を
求
め
ま
し
た
。

　
小
中
学
校
の
ス
キ
ー
教
室
・
研
修
の

継
続
、
教
職
員
の
ス
キ
ー
研
修
の
実
施

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
富
山
県
ス
キ
ー
連
盟
会

長
田
畑
裕
明
代
議
士
も
リ
モ
ー
ト
参
加

さ
れ
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
長
へ
要
望
活
動

教
育
長
へ
要
望
活
動

１
月
９
日
23
時
30
分

東
海
北
陸
道
南
砺
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
か
ら
進
入

人
生
初
の
自
動
車
専
用
道
を
徒
歩
で
視
察
。

経
営
は
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
い
が
（
毎
年

２
億
円
程
度
の
赤
字
）
利
便
性
向
上
と
地
域
の

魅
力
発
信
・
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。

Ｊ
Ｒ
城
端
線
・
氷
見
線

　
　
　
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
つ
い
て

４
月
20
日
　
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
・

　
　
　
　
　
　
　
福
井
鉄
道
を
視
察

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
振
興
に
つ
い
て

地
域
で
の
部
活
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て

県
教
育
委
員
会
等
に

は
県
立
南
砺
福
光
高

校
の
跡
地
利
用
と
し

て
、
練
習
や
試
合
の

た
め
の
施
設
整
備
を

要
望
し
て
い
る
。

南砺の星　山下陽暉選手

関係者等と教育長へ要望書を手渡す

今
年
全
日
本
を
制
覇
し
た
　
宇
田
彬
人
選
手

３月20日（土）
南砺市民スキー大会に出場し３位入賞

３
月
４
日
木

３
月
12
日
金
、
16
火
、
18
日
木

３
月
23
日
火

３
月
19
日
金

３
月
26
日
金

一
般
質
問

雪
害
対
策

　雪
国
に
居
な
が
ら
雪
に
弱
い
こ
と
に
気
付
い
た

ＱＡ

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
県
の
関
わ
り
、
事
業

費
・
費
用
分
担
、
本
格
的
協
議
時
期
を
示
せ

　
新
田
知
事
答
弁
　
城
端
線
・
氷
見
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ

化
検
討
会
で
は
昨
年
、
新
駅
の
設
置
や
周
辺
整
備
等
の
検
討
を
行

う
こ
と
と
し
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
事
業
費

等
・
本
格
的
協
議
に
つ
い
て
は
未
定
で
は
あ
る
が
、
県
西
部
地
域

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

ＱＡ

　
富
山
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が
ナ
シ
ョ

ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
候
補
に
選
定
さ
れ
た

が
効
果
的
活
用
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

１ 

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
た
め
土
曜
・
日
曜
の
部
活
動
指
導
を
し
な
い
方
向
に
な
る
。

２ 

ま
た
、
競
技
の
種
類
に
よ
っ
て
専
門
性
を
持
っ
た
先
生
が
い
な
く
、
指
導
す
る
こ
と
が

　 

で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。

３ 

少
子
化
の
た
め
団
体
競
技
に
よ
る
部
活
動
が
成
立
し
な
い
学
校
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る

　
柿
沢
総
合
政
策
局
長
　
選
定
さ
れ
た
の
で
指

定
に
向
け
更
な
る
整
備
、
活
用
を
進
め
る
。

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
定
期
運
行
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
商
品
企
画
販
売
の
取
り
組
み
を
行

う
。

ＱＡ

雪
害
対
策
に
つ
い
て

　
４
輪
駆
動
車
購
入
に
補
助
制
度
を

　
答
弁
者
　
竹
野
生
活
環
境
文
化
部
長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
１
、「
べ
る
も
ん
た
」
を
宇
奈
月
温
泉
駅
ま
で
乗
り
入
れ
を

　
２
、
あ
い
の
風
鉄
道
車
両
に
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
取
付
け
を

　
答
弁
者
　
中
谷
観
光
・
交
通
振
興
局
長

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　
活
動
の
充
実
と
活
動
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

県
内
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
後
遺
症
状
況
と

　
ワ
ク
チ
ン
接
　
種
後
の
副
反
応
に
つ
い
て

　
答
弁
者
　
石
黒
厚
生
部
長

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

　
養
鶏
農
家
に
対
す
る
具
体
的
支
援
に
つ
い
て

　
答
弁
者
　
新
田
知
事

ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
活
用
と

　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

新
年
度
の
酒
米
余
剰
の
対
策
に
つ
い
て

　
答
弁
者
　
堀
口
農
林
水
産
部
長

金
沢
福
光
連
絡
道
路
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
答
弁
者
　
新
田
知
事

他
の
質
問
項
目
は

　
　
　以
下
の
通
り
で
す

４
月
10
日
　「
と
な
み
野
ボ
ー
イ
ズ
」

を
設
立
し
砺
波
地
区
の
野
球
少
年
が

こ
れ
か
ら
も
野
球
環
境
の
充
実
を
目

指
し
て
中
学
１
年
生
か
ら
の
硬
式
野

球
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
決

意
し
た
。

そ
こ
で
武
田
慎
一
は

　
中
学
生
の
部
活
動
か
ら
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で
の
活
動
へ
の
移
行
に
対

し
、
活
動
場
所
や
施
設
の
利
用
や
費
用
負
担
な
ど
の
支
援
を
十
分
な
ま
で
に
す
べ

き
で
は
な
い
か

　
蔵
堀
政
策
監
　
市
町
村
で
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
対
し
減
免
措
置
を
実
施

し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
部
活
動
の
代
わ
り
と
認
め
て
い
る
。
県
で
は
、
令
和
３

年
度
「
地
域
部
活
動
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
検
証
す
る
。
ま
た
、
市
町

村
や
県
体
育
協
会
等
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
連
携
し
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ＱＡ

予
算
特
別
委
員
長

と
し
て
委
員
会
運
営

【
提
言
骨
子
】

３
月
24
日
水

4
月
18
日（
日
）

富
山
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ

荒
天
の
為
残
念
な
が
ら
中
止
に

実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
と

児
童
精
神
科
医

富山県を引っぱる清水康平選手
・地元にスキー場があるということ
・スキーに親しむ機会を作ることが
素晴らしい選手を生みだす

2月7日（日）
田中市長・南砺市スキー協会の方々と
IOXアローザスキー場を視察

1月22日（金）
市立福光中部小学校のスキー教室に参加・指導
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❶
日
本
橋
と
や
ま
館
の
入
館
者
数
と
家
賃
引
き
下
げ
交

　
渉
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
６
月
〜
125
万
人
で
、
毎
年
度
27
万
人
を

超
え
て
い
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
15.3
万
人
と
落

ち
込
ん
だ
。
家
賃
交
渉
は
捗
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
と
同

額
の
年
額
８
，６
０
０
万
円
の
契
約

❷
富
山
県
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

　
リ
レ
ー
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

　
一
定
の
対
策
を
取
る
こ
と
に
よ
り
沿
道
で
の
観
覧
は

子
ど
も
の
権
利
や
安
全
・
安
心
を
守
る
施
策
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
て

子
ど
も
や
成
育
過
程
に
あ
る
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
提
言
を
新
田
知
事
に
行
い
ま
し
た
。

自
由
民
主
党
富
山
県
議
会
議
員
会
政
務
調
査
会

経
営
企
画
常
任
委
員
会
に
て
質
疑

可
能
と
す
る
。
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
す
る

❸
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
進
捗
状
況
は

　
令
和
３
年
３
月
１
日
現
在
の
交
付
率
は
30.6
％
〜

19
％
と
市
町
村
で
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
１
年
前
よ
り

は
大
幅
に
伸
び
て
い
る
が
全
国
平
均
よ
り
は
下
回
っ

て
い
る
。

　
県
は
市
町
村
を
支
援
す
べ
く
「
ワ
ン
チ
ー
ム
と
や

ま
」
連
携
推
進
本
部
で
も
カ
ー
ド
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
検
討
す
る

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
富
山
県
政
発
展
の

た
め
、
円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
、
及
ば
ず
な
が
ら
誠

心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
す
。
今
後
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
上
下
線
で
約
200
台
の
車
両
が
立
ち
往
生
し

て
い
ま
し
た
。
先
頭
の
10
ｔ
を
超
え
る
大
型

ト
ラ
ッ
ク
が
事
を
誘
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
よ

り
も
、
な
ぜ
、
昼
間
に
除
雪
し
な
い
の
か
？

昼
に
発
生
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
、
通
行
止
め

に
し
な
か
っ
た
の
か
。
多
く
の
南
砺
市
民
、

富
山
県
民
が
巻
き
込
ま
れ
、
と
て
も
不
思
議

で
し
た
。

　
そ
こ
で
武
田
慎
一
は
ネ
ク
ス
コ
中
日
本
と
関
係
市
町
村
、
消
防
機
関
等

と
の
災
害
協
定
締
結
や
災
害
応
急
対
応
に
向
け
、
迅
速
な
情
報
提
供
共
有

な
ど
、
連
携
強
化
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
と
質
し
ま
し
た
。

　
新
田
知
事
答
弁

　
県
地
域
防
災
計
画
で
は

国
、
県
、
N
E
X
C
O
中

日
本
な
ど
が
取
組
む
べ
き

災
害
対
策
に
つ
い
て
定
め

て
い
る
。
防
災
計
画
や
道

路
除
雪
計
画
に
反
映
さ
せ

災
害
時
に
お
け
る
高
速
道

路
利
用
者
の
安
全
・
安
心

の
確
保
も
促
進
す
る
。

❶
子
ど
も
の
権
利
を
主
体
と
し
、
大
人
と
同
じ
権
利
を
認
め
、
子
ど
も

の
権
利
条
例
（
仮
称
）
の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と

❷
県
庁
の
縦
割
り
組
織
体
制
を
見
直
し
、
子
ど
も
関
連
施
策
を
部
局
横

断
的
推
進
す
る
こ
と

❸
富
山
児
童
相
談
所
の
複
合
拠
点
化
に
向
け
た
整
備
方
針
を
、
県
主
体

で
取
組
む
こ
と

※

国
に
お
い
て
も
子
ど
も
に
関
す
る
機
関
（
こ
ど
も
庁
）
を
設
置
し
前

へ
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

武
田
慎
一
は
、
新
田
知
事
に
対
し
全
国
的
に
稀
で
県
内
に
は
７
名
し
か

い
な
い
児
童
精
神
科
医
を
砺
波
医
療
圏
に
招
致
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ

る
べ
き
だ
。
と
、
進
言
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
は
、
田
中
南
砺
市
長
、
南
砺
市
政
策
参
与
　
明
橋
大
二
先

生
、
Ｔ
及
び
Ｋ
女
性
有
識
者
、
女
性
経
営
者
Ｙ
氏
、
そ
し
て
武
田

慎
一
の
６
名
に
て
Ｐ
Ｔ
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
調
査
研

究
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
南
砺
市
に
お
い
て
今
後
い
い
形
と
し

て
表
れ
る
と
確
信
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
精
神
障
害
、
発
達
障
害
な
ど
を
専
門
的
に
診
療
す
る
医
師

の
こ
と
。

第
123
代
富
山
県
議
会
副
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
123
代
富
山
県
議
会
副
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
委
員
会
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
の
質
問
が
多
く
、
い
ち
早
い
終
息

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

田
知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
係
る
こ
と
、

富
山
県
武
道
館
や
産
業
振
興
、
福
祉
・
教

育
の
充
実
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
の
特
色

が
表
れ
て
お
り
ま
し
た
。 本

会
議

本
会
議

　
県
内
ス
キ
ー
場
関
係
者
等
と
伍
嶋
教

育
長
へ
教
育
機
関
と
し
て
ス
キ
ー
場
の

利
活
用
促
進
を
求
め
ま
し
た
。

　
小
中
学
校
の
ス
キ
ー
教
室
・
研
修
の

継
続
、
教
職
員
の
ス
キ
ー
研
修
の
実
施

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
富
山
県
ス
キ
ー
連
盟
会

長
田
畑
裕
明
代
議
士
も
リ
モ
ー
ト
参
加

さ
れ
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
長
へ
要
望
活
動

教
育
長
へ
要
望
活
動

１
月
９
日
23
時
30
分

東
海
北
陸
道
南
砺
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
か
ら
進
入

人
生
初
の
自
動
車
専
用
道
を
徒
歩
で
視
察
。

経
営
は
決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
い
が
（
毎
年

２
億
円
程
度
の
赤
字
）
利
便
性
向
上
と
地
域
の

魅
力
発
信
・
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
。

Ｊ
Ｒ
城
端
線
・
氷
見
線

　
　
　
　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
つ
い
て

４
月
20
日
　
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
・

　
　
　
　
　
　
　
福
井
鉄
道
を
視
察

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
振
興
に
つ
い
て

地
域
で
の
部
活
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て

県
教
育
委
員
会
等
に

は
県
立
南
砺
福
光
高

校
の
跡
地
利
用
と
し

て
、
練
習
や
試
合
の

た
め
の
施
設
整
備
を

要
望
し
て
い
る
。

南砺の星　山下陽暉選手

関係者等と教育長へ要望書を手渡す

今
年
全
日
本
を
制
覇
し
た
　
宇
田
彬
人
選
手

３月20日（土）
南砺市民スキー大会に出場し３位入賞

３
月
４
日
木

３
月
12
日
金
、
16
火
、
18
日
木

３
月
23
日
火

３
月
19
日
金

３
月
26
日
金

一
般
質
問

雪
害
対
策

　雪
国
に
居
な
が
ら
雪
に
弱
い
こ
と
に
気
付
い
た

ＱＡ

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
県
の
関
わ
り
、
事
業

費
・
費
用
分
担
、
本
格
的
協
議
時
期
を
示
せ

　
新
田
知
事
答
弁
　
城
端
線
・
氷
見
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ

化
検
討
会
で
は
昨
年
、
新
駅
の
設
置
や
周
辺
整
備
等
の
検
討
を
行

う
こ
と
と
し
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
事
業
費

等
・
本
格
的
協
議
に
つ
い
て
は
未
定
で
は
あ
る
が
、
県
西
部
地
域

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

ＱＡ

　
富
山
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
が
ナ
シ
ョ

ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
候
補
に
選
定
さ
れ
た

が
効
果
的
活
用
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

１ 

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
た
め
土
曜
・
日
曜
の
部
活
動
指
導
を
し
な
い
方
向
に
な
る
。

２ 

ま
た
、
競
技
の
種
類
に
よ
っ
て
専
門
性
を
持
っ
た
先
生
が
い
な
く
、
指
導
す
る
こ
と
が

　 

で
き
な
い
現
状
が
あ
る
。

３ 

少
子
化
の
た
め
団
体
競
技
に
よ
る
部
活
動
が
成
立
し
な
い
学
校
が
増
え
る
傾
向
に
あ
る

　
柿
沢
総
合
政
策
局
長
　
選
定
さ
れ
た
の
で
指

定
に
向
け
更
な
る
整
備
、
活
用
を
進
め
る
。

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
定
期
運
行
、
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
商
品
企
画
販
売
の
取
り
組
み
を
行

う
。

ＱＡ

雪
害
対
策
に
つ
い
て

　
４
輪
駆
動
車
購
入
に
補
助
制
度
を

　
答
弁
者
　
竹
野
生
活
環
境
文
化
部
長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
１
、「
べ
る
も
ん
た
」
を
宇
奈
月
温
泉
駅
ま
で
乗
り
入
れ
を

　
２
、
あ
い
の
風
鉄
道
車
両
に
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
取
付
け
を

　
答
弁
者
　
中
谷
観
光
・
交
通
振
興
局
長

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

　
活
動
の
充
実
と
活
動
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

県
内
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
後
遺
症
状
況
と

　
ワ
ク
チ
ン
接
　
種
後
の
副
反
応
に
つ
い
て

　
答
弁
者
　
石
黒
厚
生
部
長

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

　
養
鶏
農
家
に
対
す
る
具
体
的
支
援
に
つ
い
て

　
答
弁
者
　
新
田
知
事

ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
活
用
と

　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

新
年
度
の
酒
米
余
剰
の
対
策
に
つ
い
て

　
答
弁
者
　
堀
口
農
林
水
産
部
長

金
沢
福
光
連
絡
道
路
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
答
弁
者
　
新
田
知
事

他
の
質
問
項
目
は

　
　
　以
下
の
通
り
で
す

４
月
10
日
　「
と
な
み
野
ボ
ー
イ
ズ
」

を
設
立
し
砺
波
地
区
の
野
球
少
年
が

こ
れ
か
ら
も
野
球
環
境
の
充
実
を
目

指
し
て
中
学
１
年
生
か
ら
の
硬
式
野

球
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
決

意
し
た
。

そ
こ
で
武
田
慎
一
は

　
中
学
生
の
部
活
動
か
ら
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
で
の
活
動
へ
の
移
行
に
対

し
、
活
動
場
所
や
施
設
の
利
用
や
費
用
負
担
な
ど
の
支
援
を
十
分
な
ま
で
に
す
べ

き
で
は
な
い
か

　
蔵
堀
政
策
監
　
市
町
村
で
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
対
し
減
免
措
置
を
実
施

し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
部
活
動
の
代
わ
り
と
認
め
て
い
る
。
県
で
は
、
令
和
３

年
度
「
地
域
部
活
動
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
検
証
す
る
。
ま
た
、
市
町

村
や
県
体
育
協
会
等
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
連
携
し
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ＱＡ

予
算
特
別
委
員
長

と
し
て
委
員
会
運
営

【
提
言
骨
子
】

３
月
24
日
水

4
月
18
日（
日
）

富
山
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ

荒
天
の
為
残
念
な
が
ら
中
止
に

実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
と

児
童
精
神
科
医

富山県を引っぱる清水康平選手
・地元にスキー場があるということ
・スキーに親しむ機会を作ることが
素晴らしい選手を生みだす

2月7日（日）
田中市長・南砺市スキー協会の方々と
IOXアローザスキー場を視察

1月22日（金）
市立福光中部小学校のスキー教室に参加・指導
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皆
様
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
初
夏
の
風
に
誘
わ
れ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
に
出
か
け
た
く

な
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
始
ま
り
ま
し
た
が
、
変
異

株
を
含
む
４
波
が
押
し
寄
せ
県
民
の
不
安
が
募
る
ば
か

り
で
す
。
令
和
２
年
度
２
月
定
例
会
も
終
わ
り
令
和
３

年
度
６
月
定
例
会
に
向
け
政
策
立
案
に
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
富
山
市
で
は
新
し
く
リ
ー
ダ
ー
が
決
ま
り
、
市
議
会

で
も
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
そ
ろ
い
ま
し
た
し
、
砺
波

市
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も
女
性
４
名
を
含
む
組
織
と

な
り
、
い
よ
い
よ
女
性
の
時
代
が
加
速
す
る
予
感
が
い

た
し
ま
す
。
わ
た
く
し
も
、
努
力
精
進
し
富
山
県
発
展

の
た
め
頑
張
る
所
存
で
す
。
２
月
定
例
会
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
対
策
と
前
進
に
つ
い
て
、
県
民
の
安
全

安
心
の
確
保
等
を
質
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
も
し
、
お
時
間

を
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
、
ご
一
読
い

た
だ
き
、
辛
辣
な

ご
意
見
を
賜
り
た

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
武
田
慎
一
は
、

こ
れ
か
ら
も
県
民

目
線
、
更
な
る
県

民
福
祉
向
上
に
命

の
限
り
働
き
ま

す
。
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
令
和
３
年
５
月
　
吉
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
山
県
議
会
議
員

　
と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ
㈱
が
主
体
と
な
り
今
年
度
よ
り

（
Ｄ
Ｘ
）
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
だ

し
ま
す
。

２
月
１
６
日
　
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ
　
パ
ン
屋
さ

ん
　（
南
砺
市
井
波
）

画
像
を
入
れ
る

３
月
１
４
日
　
株
式
会
社
　
藤
井
組
　（
南
砺

市
坪
野
）

画
像
を
入
れ
る

藤
井
秀
之
社
長
・
綿
貫
民
輔
先
生
と

４
月
３
・
１
６
日
　
ホ
タ
ル
イ
カ
観
光
船
　

（
滑
川
漁
港
周
辺
）

画
像
を
入
れ
る

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
人
数
を
縮
小
し

て
実
施
し
て
お
ら
れ
、漁
師
さ
ん・観
光
協
会
・

滑
川
市
役
所
の
頑
張
り
を
垣
間
見
た

県
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
を
視
察
！

県
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
を
視
察
！

　
東
田
外
司
彦
会
長
を
は
じ
め
、
沿
線
住
民
の
皆

様
と
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
整
備
促
進
を
誓
い

合
っ
た
。

　
４
月
26
日
厚
生

環
境
常
任
委
員
会

に
て
、
飲
食
店
の

感
染
症
対
策
の
差

が
あ
る
の
で
は
？

　
も
っ
と
、
県
が

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
べ
き
！

と
、
当
局
に
質
し

ま
し
た
。

Ｒ
３
年
度
４
月
８
日
木

主
要
地
方
道
福
光
福
岡
線

整
備
検
討
委
員
会
総
会

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
を
活
用

鳥
獣
被
害
対
策
に
功
を
奏
す
か
！

カ
ラ
ス
被
害
や
小
動
物
が
侵
入
す
る
と
感
知
し
、
カ
ラ
ス
を
追
い

払
う
効
果
音
や
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
夜
中
に
動
き
出
し
、
タ
ヌ
キ
や

イ
タ
チ
等
を
撃
退
す
る
仕
組
み
。

南
砺
市
立
野
原
に
起
業
し
た
ワ
イ
ン
工
房
ト
レ
ボ
ー
の

ブ
ド
ウ
畑
で
実
証
化
。

社
屋
生
産
工
房
付
近
に

基
地
局
が
完
成
！

一度、見ていただけると
ありがたいです。

一度、見ていただけると
ありがたいです。

１
月
18
日
月

４
月
26
日
月

遊
花
園（
南
砺
市
や
か
た
）

　
こ
こ
は
、
い
ち
ご
狩
り
も
で
き

る
ハ
ウ
ス
農
園
　
家
族
や
企
業
で

の
プ
チ
旅
行
に
最
適

　
10
月
か
ら
４
月
ま
で
が
収
穫
時

期
　
夏
場
は
農
園
カ
フ
ェ
と
し
て

の
期
待
が

　
田
中 

悟
社
長
は
補
助
金
あ
り

き
で
は
な
く
、
や
る
気
が
重
要
と

語
ら
れ
ま
し
た

　
地
元
い
ち
ご

ガ
ー
ル
ズ
も

Ｐ
Ｒ
に
活
躍

２
月
16
日
火
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ａ 

パ
ン
屋
さ
ん

　（
南
砺
市
井
波
）

　
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
連

日
大
盛
況

な
ん
と
、
い
っ
て
も
井
波

の
伝
統
文
化
の
技
を
結
集

さ
せ
た
店
内
は
圧
巻
　
　

３
月
13
日
土

株
式
会
社
　
藤
井
組

　
　
　
　
　
　
　（
南
砺
市
坪
野
）

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
と

し
て
新
社
屋
が
竣
工

井
波
彫
刻
の
粋
を
集
め
、

ま
さ
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

４
月
3
日
土
・
16
日
金

ホ
タ
ル
イ
カ
観
光
船（
滑
川
漁
港
周
辺
）

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
人
数
を
縮
小
し
て
実
施

し
て
お
ら
れ
、
漁
師
さ
ん
・
観
光
協
会
・
滑
川
市
役
所

の
頑
張
り
を
垣
間
見
た
　

藤井秀之社長・綿貫民輔先生と

南砺市安居交流センターにて

北村隆洋氏がプロデュース大門良輔・種部恭子両議員と女性経営者の方と

4月12日（月）自由な学びの大切さを知る、さくら国際高等学校入学式にて（射水市）
［NPO法人はぁとぴあ21］が運営しています。

リモート会議は、東京一極集中を是正する

　
Ｄ
Ｘ
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
人
々
の
生
活
を
良
い
も

の
へ
と
変
え
る
こ
と
。

（
Ｄ
Ｘ
）
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
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